
改訂版・読解はかせ（下） 主な変更内容 （2025 年２月発刊） 

 
〔全般〕 
・小５以降で習得する漢字にルビ振り 
・本体・解答とも，統計資料等は 2024 年現在で確認が可能なのものに更新。 
・本体の背表紙下部に，改訂版とわかる●印を配置。 
・解答集の「★注意」（解説）がまったくないか一つだけの単元は，極力増補。 
※単元内容変更，ページ数変更などは，ありません。 
 
 
〔その他〕 
・経年による変化や統計資料の更新などによる修正 
 
「15 ピサの斜塔」の単元 
「このままでは倒れるのは時間の問題です」→倒壊を防ぐための改修工事が終了し，今日で
は観光客も戻っている内容に本文を変更。設問もそれに合わせ変更（p.36-37） 
 
「24」の単元 
北半球での最低気温が，「ベルホヤンスク」で「マイナス六七・八度を記録」→「グリーン
ランドの中央部」で「マイナス六九・六度を記録」という内容に本文を変更（p.54） 
「ボストーク基地」での気温「マイナス三二・一度」→「マイナス三一・二度」に変更（p.54） 
 
「27 木星は太陽になりそこねた星って本当なの？」の単元 
惑星のまわりを公転しているえい星が「六七個も発見」→「九十二個も発見」（二〇二三年
二月現在）に変更（p.60） 
 
「30 砂時計の砂は，どうやって入れたの？」の単元 
リウトプランドという人によって「考え出されました」→「考え出されたといわれています」
に変更（p.66） ※諸説あるため 
 
「31 使い捨てカイロがあたたかくなるのはなぜ？」の単元 
「中ぶくろをもむのは，中身がいっきにまざって効果的」→中ぶくろをもむと穴が目づまり
を起こして「逆効果」という内容に変更。設問も変更（p.68-69） 
 
「34 国の領土って，どうやって決めたの？」の単元 



「ソビエトのチュコト半島」→「ロシアのチュクチ半島」に変更（p.74） 
「（当時ロシアは）広すぎる領土を持てあまし」→「国のお金に困っており」に変更。設問
も変更（p.74） 
「百数十年前には」→「百五十年前には」に変更（p.74） 
 
「42 ラグビーのボールが，だ円形なのはなぜ？」の単元 
「一八二〇年からです」→「一八二〇年ごろのことです」（p.90） 
「一八四一年，ラグビーが生まれたのです」→「やがて，ラグビーが生まれたのです」（p.90）
※いずれも諸説あるため 
 
「43 ゲートボールが昔からあったって本当なの？」の単元 
「このゲームを行った町をペルメルと名づけ」→「このゲームを行った地区をペルメルと名
づけ」（p.92） 
 
 
・誤りの修正 
 
本文５行目「海でも湖でも」の一文より改行（p.50） 
本文 17 行目「一九六〇年には」の一文より改行（p.52） 
本文 14 行目「消化器管」→「消化器官」（p.84） 
本文 12 行目「タケやササが」の一文より改行（p.88） 
 
 
・表現の変更（弊社基準の表記） 
 
「中には」→「なかには」（p.10 ほか） 
「六〇度から七〇度」→「六十度から七十度」（p.12） 
「セラミック」→「セラミックス」（p.12） 
「砂ばくに住むヘビ」→「砂漠にすむヘビ」（p.16 ほか） 
「キャラバン隊」→「キャラバン」（p.22） 
「精神錯乱におちいる」→「精神がおかしくなる」（p.22） 
「体長三〇センチ」→「体長三十センチ」（p.24） 
「四〇キロぐらい」→「四十キロぐらい」（p.26） 
「約三〇〇〇キロ離れた」→「約三千キロメートル離れた」（p.30） 
「毎秒数センチ」→「秒速数センチメートル」（p.44） 
「長江（揚子江）」→「長江」（p.48） 



「南の小笠原高気圧」→「南の太平洋高気圧」（p.48） 
「約八八日かけて」→「約八十八日かけて」（p.58） 
「あったかくなるのはなぜ？」→「あたたかくなるのはなぜ？」（p.68 31 単元名） 
「見栄え」→「見ばえ」（p.72） 
「何とか」→「なんとか」（p.78） 
「一人で」→「自力で」（p.82） 
「兄弟」→「きょうだい」（p.82） 
「飛ぶ」→「とぶ」（p.82 ほか） 
「植物の中では下等なほうに」→「菌類というグループに」（p.86） 
「大抵」→「たいてい」（p.87） 
 
 
・差し替え箇所 
 
（ことばの学習） 
「住む」の「住」と，「往」の漢字は，意味がちがいます。そのちがいを調べてみましょう。
→「生息」と「生育」のちがいについて調べてみましょう。（p.25） 
 
（ことばの学習） 次のことばのちがいについて調べてみましょう。 
②「ふだ」と「ダフ屋のダフ」 
→②「見ばえ」と「見かけ」（p.73） 
 
（ことばの学習） 
「町」と「街」のちがいについて調べてみましょう。 
→「始（め）」と「初（め）」のちがいについて調べてみましょう。（p.93） 
 
（設問 問８） 
「競技」の「競」の漢字の訓読みを，送りがなも入れて答えなさい。 
→「残」という漢字を使って二字熟語を作りなさい。（p.95） 


